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＊１７年間、「7つの習慣」を生徒向けに提供しております。

会社案内
株式会社FCEエデュケーション

「良い習慣」を
身に付ける為の授業



思考習慣 行動習慣

「良い習慣」を
身に付ける為の手帳

セットで指導することが大切





フォーサイト手帳の特長①
「ＰＤＣＡサイクル」を回す技術が身につく

やるべきことや
やりたいことが
明確になっている

大切なことに
優先して時間を
使うようになる

振り返る
より良い方法を定着

Ｐ Ｄ

ＣＡ

（試行錯誤＝自己調整力）



②今週 ③（今日）やること・もちもの

①（今週の）目標やテーマ

Ｐ



「大切な事をする時間を

まず確保する習慣を！」

Ｄ



②今週の
点数

③今週の
振り返り

①毎日の「振り返り」

ＣＡ





フォーサイト手帳の特長②
行動を整理することができる

②ログ（記録）

③行動計画（やること）

①メモ（約束・備忘録）



フォーサイト手帳は
（望む結果を得るために）
やるべきことを整理する道具

③行動計画（やること）

自己実現の道具



記録型 計画型

シッカリ型 コツコツ型 テキパキ型

１．3点固定

２．時間割を書く

３．放課後の
時間の使い方の記録

今週やること
欄

時間軸の欄

メモ・備忘録 記録 記録・予約 逆算・行動計画

１．時間の予約

２．自分との約束

１．目標から逆算した
具体的な行動計画

目的：手帳を書くことになれる
時間の使い方を自覚する

目的：やることを意識する
計画たてる・決めることの大切さをする

目的：目標達のための具体的な行動計画設計の
大切さを知る。
リスケすることの大切さも知る

昨日の起きた時間、寝た時間
放課後の使い方を書かせる

記録型に慣れてきたら、
今日の放課後の時間の使い方を書かせる

毎週月曜日に
今週の行動計画をたてさせる



提案①
効果見える化
レポート

２



効果見える化レポート ～利用状況調査～
クラスの課題がわかる。解決策が見つかる。











提案②
セルフマネジメント

ナビ

３



セルフマネジメントナビ



【セルフマネジメントナビ】

学年別活用案
1年生

「自立の基盤をつくる」

・受け身の姿勢ではなく、自分で考えて行動す
ることの大切さを学ぶ。
・まずはゴールを自分で立てて行動すること、
時間の使い方の見直しからスタート。
→Ex.01、02、03、07を学習

学習学

年

①

①

①

③

②

②

①

③

②

②

②

③

③

２年生
「自分をコントロールする」

・やると決めたことをやり切るための
思考習慣・行動習慣を学ぶ。
・計画を立てること、そしてそれを振り返る習慣
をつけていく。
→Ex.０５、０６、０９、１０、１１を学習

3年生
「希望の進路実現」

・目標達成するためのゴールの立て方や時間の
使い方、振り返りの仕方を学びます。
・一度失敗をしてもその失敗を次につなげ、
目標達成までPDCAサイクルを回していきます。
→Ex.０４、０８、１２、１３を学習

3年間で学習するのではなく、
1学期・2学期・3学期という分け方で学習
している学校様もございます。

またこちらの区分はほんの一例です。
それぞれの段階における学習目的に沿って
組み合わせていただければと思います。



【セルフマネジメントナビ】

効果見える化レポート活用案

該当

②

②

②③

②③

①

①

①③

④

④

④

④

効果見える化レポートの
このグラフと
照らし合わせて
ご確認ください！

①「自己管理」
を伸ばしたい

・「スケジュール部分」の活用を推進
・タイムマネジメントの考え方を学習
→Ex.07、08、09

②「見通し力」
を伸ばしたい

・「目標やゴール」「やること欄」の活用
を推進
・ゴール設定の技術や計画作成の技術
を学習
→Ex.０３、04、05、06

③「学習習慣」
を伸ばしたい

・「放課後の時間」の指導を工夫
・計画作成の技術や、時間の使い方
を学習
→Ex.０５、06、09

④「振り返り力」
を伸ばしたい

・「振り返り部分」の活用を推進
・振り返りの技術を学習
→Ex.１０、１１、１２、１３

※効果見える化レポートを実施希望の場合は
ご連絡ください



≪アナログ版≫
事前準備：該当ページを事前に印刷、もしくは
セルフマネジメントナビの冊子を持ってきてもらう。
ワークシートは印刷して用意。

①小見出しごとに生徒に音読してもらう。（5分）
★大事だと思ったところには線を引く。

②テキストの内容を踏まえて、ワークに取り組む。
（3分）（各々）

③気づいたことを班（5人～6人）で発表し合う。
（5分）
★どんな内容を書いたか、どんなことが大切だと
思ったか・気づいたか、これから何に取り組んでみ
るのか。

④グループでの意見を聞いて、改めて気づいたこ
とや取り組もうと思ったことを、フォーサイト手帳
週間ページの「メモ」部分に書き込む。（2分）

【セルフマネジメントナビ】

授業案

≪デジタル版≫
事前準備：該当ページのPDFを事前に生徒に
送っておき、目を通しておいてもらう。

①各々読む時間を取る。（３分）

②テキストの内容を踏まえて、（5分）
・自分の現状を振り返ってみて気づいたこと
・これから取り組んでみようと思うこと

を整理しタブレットで共有する。
※ツールは学校の状況によってお選びください。

③クラス全員の意見を画面に映し出す。
何人かの生徒に書いたことを発表してもらう。（5分）

④発表者の意見を聞いて、また他の人の意見を見て
改めて気づいたこと・取り組もうと思ったことを、
フォーサイト手帳週間ページの「メモ」部分に書き込む。
（2分）



４

提案③
動画

（動機付け用）



Copyright © 2018 Find Active Learner Co., Ltd All Rights Reserved.

人生の「時間」は
変えられないけれど、
「何をするか」は
変えられる！



生徒向けDVD



生徒向けDVD



５

提案④
トレーニング
ブック











お悩み解決

６



書かない
生徒がいる

教員の点検方法
チェック等をしな

い方法

学年、学級で一律に取
り組める方法。



記録型 計画型

シッカリ型 コツコツ型 テキパキ型

１．3点固定

２．時間割を書く

３．放課後の
時間の使い方の記録

今週やること
欄

時間軸の欄

メモ・備忘録 記録 記録・予約 逆算・行動計画

１．時間の予約

２．自分との約束

１．目標から逆算した
具体的な行動計画

目的：手帳を書くことになれる
時間の使い方を自覚する

目的：やることを意識する
計画たてる・決めることの大切さをする

目的：目標達のための具体的な行動計画設計の
大切さを知る。
リスケすることの大切さも知る

昨日の起きた時間、寝た時間
放課後の使い方を書かせる

記録型に慣れてきたら、
今日の放課後の時間の使い方を書かせる

毎週月曜日に
今週の行動計画をたてさせる



-計画型の使い方-

おふろ

スマホ

勉強

ごはん

ゆっくり

↓

ねる

STEP4.
今日の放課後の時間の
何をするか計画する

今日の放課後なにをするか、
計画を立てていきます。
時間を意識して行動できるようになります。

-記録型の使い方-

おふろ

スマホ

勉強

ごはん

ゆっくり

↓

ねた

STEP3.
前日の放課後の時間の
使い方を記録する

自分の時間の使い方を記録することで、どこ
に時間がかかっているかがわかり自分のこと
が客観的にわかってくるようになります。

-朝のSHRで- -帰りのSHRで-



小テスト・課題対策

• レベル１ メモして忘れない

• レベル２ 小テスト対策を いつ、するか考える

• レベル３ より良い結果を得るために 確認テストを早めに

まずは
ここを目指す

１

２

２

自らの学習を調整しながら、粘り強く学ぼうとしている

１

３
１

２

３



○○市立
○○中学校

準備する力をつけよう
小テスト対策準備等

個人→班→個人

予習時間が増えた

生徒主体の運営
（日直の仕事）

毎週月曜日のSHR



今週 （今日）やること・もちもの

今週
やること

準備する力をつけよう
小テスト対策準備等

個人→班→個人

予習時間が増えた

生徒主体の運営
（日直の仕事）

毎週月曜日のSHR



目的

道具

目標

仕組み化

隙間時間

共有

家庭学習の充実

対策実施率８０％

小テスト・課題対策

２週間先の「準備」・日直

班で情報共有

月曜の朝のＳＨＲ前

小テスト・課題対策



秋のイベント紹介

７



手帳活用推進イベント

「あなたのMyルールを教えて！」

導入校の先生が登壇！

勉強会「フォーサイト手帳を活用した探究学習」

導入校の先生が登壇！

勉強会「観点別学習評価導入に向けた取り組み」



２０２３紹介

８





アクション設計

二者（三者）
面談での活用

日ごろの学習
の振り返り


